
徳
島
県
告
示
第
六
百
二
十
二
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
七
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
更
新
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

鳥
獣
保
護
区

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

区

域

面

積

存
続
期
間

の
名
称

指
定
区
分

指

定

目

的

神
山
森
林
公

徳
島
市
及
び
神
山
町
の
徳
島
県
立
神
山
森
林
公
園
の
全

二
九
七
ヘ

令
和
四
年
十
一

身
近
な
鳥
獣
生
息
地

こ
の
区
域
は
、
神
山
町
北
東
部

園
鳥
獣
保
護

域
、
同
公
園
に
囲
ま
れ
た
民
有
地
一
円
、
名
西
郡
神
山
町

ク
タ
ー
ル

月
一
日
か
ら
令

に
位
置
し
、
広
葉
樹
を
中
心
と
す

区

鬼
籠
野
字
一
ノ
坂
七
三
六
番
地
並
び
に
町
道
笠
木
線
と
林

和
十
四
年
十
月

る
植
生
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の

道
大
地
の
森
線
と
の
交
点
か
ら
同
林
道
を
南
東
に
約
一
〇

三
十
一
日
ま
で

野
生
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
。
ま

〇
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
横
断
暗
渠
の
地
点
を
起
点
と
し
、
同

た
、
徳
島
県
立
神
山
森
林
公
園
と

き

ょ

所
か
ら
同
林
道
を
県
道
鬼
籠
野
国
府
線
方
面
に
約
五
〇
〇

し
て
県
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て

メ
ー
ト
ル
進
み
私
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
私

お
り
、
身
近
に
野
鳥
と
触
れ
合
う

道
を
西
に
進
み
同
公
園
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

所
か
ら
同
境
界
線
を
北
、
東
及
び
南
に
進
み
起
点
に
至
る

ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
良

線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

好
な
生
息
地
の
確
保
を
図
る
。

い
き
も
の
ふ

神
山
町
と
佐
那
河
内
村
と
の
境
界
線
と
村
道
元
山
槻
地

四
〇
〇
ヘ

同

同

こ
の
区
域
は
、
佐
那
河
内
村
南

れ
あ
い
の
里

線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
南
東
及

ク
タ
ー
ル

部
に
位
置
し
、
天
然
の
広
葉
樹
を

鳥
獣
保
護
区

び
南
に
進
み
長
迫
の
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

中
心
と
す
る
植
生
と
な
っ
て
お
り

谷
を
北
及
び
東
に
進
み
府
能
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

、
多
く
の
野
生
鳥
獣
が
生
息
し
て

か
ら
同
谷
を
北
に
進
み
旭
ヶ
丸
用
水
の
取
水
口
に
至
り
、

い
る
。
区
域
内
に
は
希
少
な
生
物

同
所
か
ら
同
用
水
を
北
及
び
東
に
進
み
徳
島
県
立
佐
那
河

が
生
息
す
る
旭
ヶ
丸
希
少
野
生
生

内
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
昆
虫
観
察
の
森
に
至
り
、
同

物
保
護
区
や
東
三
渓
県
立
自
然
公

所
か
ら
同
森
の
境
界
線
を
右
回
り
に
進
み
村
道
旭
ヶ
丸
線

園
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
県
民

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
南
に
進
み
同
村

の
自
然
保
護
思
想
の
普
及
に
資
す

道
の
終
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
稜
線
を
東
に
進
み
村
道
大

る
た
め
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い

り
ょ
う

川
原
本
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
北
及

る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指

び
東
に
進
み
小
石
の
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

定
し
、
良
好
な
生
息
地
の
確
保
を

谷
を
南
東
に
進
み
標
高
八
〇
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
至
り

図
る
。



、
同
所
か
ら
小
谷
を
北
東
に
進
み
下
あ
げ
谷
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
谷
を
南
に
進
み
村
道
大
川
原
高
原
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
東
に
約
五
五
〇

メ
ー
ト
ル
進
み
稜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
四
国

り
ょ
う

電
力
中
継
所
と
の
見
通
し
線
を
東
に
進
み
同
村
道
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
北
東
に
約
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
進
み
稜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
稜
線
を

り
ょ
う

り
ょ
う

東
及
び
北
東
に
進
み
嵯
峨
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
稜
線
を
東
に
進
み
村
道
徳
円
寺
線
と
の
交
点
に
至
り
、

り
ょ
う

同
所
か
ら
同
村
道
を
南
及
び
東
に
進
み
中
山
谷
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
谷
を
東
に
進
み
佐
那
河
内
村
と
勝

浦
町
と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界

線
を
南
西
に
進
み
同
村
と
上
勝
町
と
の
境
界
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
に
進
み
同
村
と
神
山

町
と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線

を
北
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

春
森
鳥
獣
保

那
賀
郡
那
賀
町
長
安
の
一
般
国
道
一
九
五
号
長
安
橋
西

三
八
〇
ヘ

同

森
林
鳥
獣
生
息
地

こ
の
地
域
の
長
安
口
ダ
ム
か
ら

護
区

詰
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
に
進
み
長
安
口

ク
タ
ー
ル

出
合
橋
ま
で
の
南
面
森
林
は
、
壮

ダ
ム
左
岸
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
ダ
ム
を
南
西
に
進
み
同

齢
人
工
林
が
主
で
餌
と
な
る
下
層

ダ
ム
右
岸
に
至
り
、
同
所
か
ら
那
賀
川
右
岸
を
上
流
に
進

植
生
は
豊
富
と
い
う
わ
け
で
は
な

み
八
ヶ
橋
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
橋
を
北
に
進

い
が
、
野
生
鳥
獣
生
息
条
件
の
一

み
同
川
左
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
左
岸
を

つ
で
あ
る
隠
れ
場
の
提
供
に
重
要

下
流
に
進
み
坂
州
木
頭
川
右
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た

か
ら
同
川
右
岸
を
上
流
に
進
み
一
般
国
道
一
九
三
号
拝
宮

、
区
域
内
の
ダ
ム
人
造
湖
に
は
冬

橋
の
対
岸
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
橋
と
の
見
通
し
線
を
北

季
に
数
種
類
の
カ
モ
が
多
数
飛
来

に
進
み
同
橋
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
に
進
み
出

す
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
地
域
は

合
橋
北
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら
徳
ヶ
谷
に
通
じ
る
山
道
を

、
鳥
獣
の
生
息
の
た
め
に
重
要
な

東
に
進
み
同
橋
の
東
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
に
あ
る
柚

区
域
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

子
園
を
経
て
徳
ヶ
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
五
郎

か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、

谷
に
通
じ
る
山
道
を
東
に
進
み
同
谷
と
の
交
点
に
至
り
、

野
生
鳥
獣
の
保
護
育
成
を
図
る
も



同
所
か
ら
稜
線
の
交
点
を
北
東
に
進
み
長
安
口
へ
通
じ
る

の
で
あ
る
。

山
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
南
東
に
進

み
稜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
稜
線
を
南
東
に

り
ょ
う

り
ょ
う

進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

鞆
奥
鳥
獣
保

海
部
郡
海
陽
町
多
良
字
井
口
一
番
地
の
楠
王
神
社
を
起

六
〇
〇
ヘ

同

同

こ
の
地
域
は
、
室
戸
阿
南
海
岸

護
区

点
と
し
、
同
所
か
ら
海
部
川
左
岸
堤
を
東
に
進
み
同
川
河

ク
タ
ー
ル

国
定
公
園
の
一
部
で
自
然
公
園
法

口
に
至
り
、
同
所
か
ら
海
岸
線
を
南
に
進
み
那
佐
湾
口
に

、
森
林
法
等
の
法
令
に
よ
っ
て
保

至
り
、
同
所
か
ら
乳
ノ
崎
先
端
と
の
見
通
し
線
を
南
に
進

護
さ
れ
て
い
る
森
林
で
あ
り
、
乳

み
同
所
に
至
り
、
同
所
か
ら
海
岸
線
を
西
に
進
み
同
町
宍

ノ
崎
、
那
佐
湾
、
海
部
川
河
口
を

喰
浦
字
那
佐
三
四
一
番
地
の
一
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道

ひ
か
え
、
野
生
動
物
の
好
む
植
物

乳
ノ
元
線
を
北
西
に
進
み
一
般
国
道
五
五
号
と
の
交
点
に

も
豊
富
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ

至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
東
に
進
み
那
佐
湾
防
潮
堤

の
地
域
は
、
鳥
獣
の
生
息
の
た
め

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
稜
線
を
北
に
進
み
旧
宍
喰

に
重
要
な
区
域
で
あ
る
と
認
め
ら

り
ょ
う

町
と
旧
海
部
町
と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

れ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に

ら
同
境
界
線
を
東
に
進
み
馬
路
谷
の
東
側
の
稜
線
と
の
交

指
定
し
、
野
生
鳥
獣
の
保
護
育
成

り
ょ
う

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
稜
線
を
北
に
進
み
標
高
六
三
メ

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

り
ょ
う

ー
ト
ル
の
地
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
起
点
と
の
見
通
し
線

を
北
に
進
み
同
所
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

大
歩
危
鳥
獣

三
好
市
山
城
町
上
名
の
一
般
国
道
三
二
号
と
県
道
上
名

五
〇
〇
ヘ

同

同

こ
の
区
域
は
、
三
好
市
山
城
町

保
護
区

西
宇
線
と
の
交
点
の
北
約
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
を
起

ク
タ
ー
ル

及
び
西
祖
谷
山
村
の
Ｊ
Ｒ
小
歩
危

点
と
し
、
同
所
か
ら
稜
線
を
西
及
び
北
西
に
進
み
三
等
三

駅
と
Ｊ
Ｒ
大
歩
危
駅
と
の
中
間
地

角
点
上
名
（
標
高
八
三
九
・
六
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
標
高

域
の
吉
野
川
を
挟
ん
だ
地
域
に
位

一
、
〇
二
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点
（
通
称
水
無
山
三
角
点
）

置
す
る
。
ケ
ヤ
キ
、
コ
ナ
ラ
等
の

に
至
り
、
同
所
か
ら
稜
線
を
北
に
進
み
標
高
九
八
九
メ
ー

原
生
的
な
自
然
が
多
く
残
さ
れ
て

ト
ル
の
地
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
稜
線
を
東
に
進
み
堂
床

お
り
、
一
部
に
は
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ

谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
谷
を
東
に
進
み
同
国

等
の
壮
齢
林
と
の
混
交
林
も
含
ま

道
堂
床
橋
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
に

れ
、
多
種
多
様
な
鳥
獣
の
良
好
な

進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
並
び
に
同

生
息
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

市
西
祖
谷
山
村
新
道
の
Ｊ
Ｒ
土
讃
線
と
通
称
大
谷
と
の
交

、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
良
好

点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
谷
を
東
及
び
北
東
に
進
み

な
生
息
地
の
確
保
を
図
る
。



山
道
（
通
称
国
見
街
道
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
山
道
を
南
に
進
み
二
等
三
角
点
国
見
山
（
標
高
一
、
四

〇
九
・
一
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
南

西
に
進
み
標
高
一
、
一
一
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点
を
経
て
大

歩
危
峡
舟
下
り
出
発
点
へ
通
じ
る
稜
線
と
の
交
点
に
至
り

、
同
所
か
ら
同
稜
線
を
南
西
に
進
み
Ｊ
Ｒ
土
讃
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線
を
北
に
進
み
起
点
に
至
る
線

で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域


